
2023
ろうきんの 健全経営の維持 を表す指標と取組み

　「資産」とは、皆様からお預かりした資金の運用状
態を示す諸勘定のことです。主なものに貸出金や労
働金庫連合会への預け金があります。

資産合計
1 兆 1,973 億 5 百万円

　「負債」・「純資産」とは、資金の調達形態を示すもので
す。「負債」の主なものとして預金積金があり、「純資
産」には出資金、利益準備金などがあります。

負債・純資産合計
1 兆 1,973 億 5 百万円

■資産の内訳

■経常利益・当期純利益 ■自己資本比率 ■開示債権比率

◦2022 年度決算ハイライト

北海道労働金庫
〒060-0001 札幌市中央区北1条西 5丁目

TEL（011）271-2101（代表）

発行 2023 年 7月
編集 北海道労働金庫 経営企画部

植物油インキとFSCミックス認証紙を使用しています。

PRESENTS北海道ろうきん

「お金」のことを楽しくわかりやすくご紹介するマネー初心者向けメディア！

ろうきん  マネLABO 検索

◎サイトはこちら

https://money-labo.rokin-hokkaido.or.jp/

Ⅳ．「ろうきん内」の環［人と組織が共に成長する］

貸出金
8,119 億 39 百万円

現金・預け金
2,563 億
13 百万円

有価証券・金銭の信託
1,115 億 61 百万円

その他
174 億 92 百万円

貸出金のうち

99.11％
個人のお客様へ
ご融資しています。

は

■負債・純資産の内訳

預金積金・
譲渡性預金

1兆 936 億 73 百万円

その他
507 億 23 百万円

純資産

預金積金・
譲渡性預金のうち

93.11％
個人のお客様より
預入れいただいて
います。

は

純資産
①出資金
②利益準備金
③特別積立金
④当期未処分剰余金
⑤その他

32億46百万円
33億34百万円
441億　2百万円
20億93百万円
1億31百万円

529億9百万円

経 常 利 益　1,851 百万円
　「経常利益」とは、営業活動によって発
生する収益から費用を引いたものです。

当期純利益　1,262 百万円
　「経常利益」に税金等を加減した最終
的な利益です。

　国内基準の最低所要自己資
本比率4％を満たしており、
安心してご利用いただけます。

　低水準を維持しており、
健全性の高さが数値に表れ
ています。

◦働きやすさの向上に向けた取組み

　ワークライフバランスの実現に向けた有給休暇取得促進やノー残業デー、定期健診、子育てサポート
等の取組みを続けてきたことが評価され、「くるみん」、「健康経営優良法人 2023」の認定を受けました。

　本誌に記載した数値は原則として表示単位未満の端数を切り捨てています。また、比率等は原則として小数点第 3位を切り捨てて、
第 2位までを表示しています。詳しい内容については、当金庫ホームページ掲載のディスクロージャー誌をご覧ください。

8.55％ 0.57％

100.0％
2022年度

育児休業を取得した
女性職員の割合

育児休業および育児
目的休暇を取得した
男性職員の割合

100.0％
2022年度



ろうきんの理念
ろうきんは、働く人の夢と共感を創造する協同組織の福祉金融機関です。

ろうきんは、会員が行う経済・福祉・環境および文化にかかわる活動を促進し、
人々が喜びをもって共生できる社会の実現に寄与することを目的とします。

ろうきんは、働く人の団体、広く市民の参加による団体を会員とし、
そのネットワークによって成り立っています。

会員は、平等の立場でろうきんの運営に参画し、運動と事業の発展に努めます。
ろうきんは、誠実・公正および公開を旨とし、健全経営に徹して会員の信頼に応えます。

Ⅰ．「会員」との環［深める］

○会員・推進機構との協働による運動の深化
○ろうきん運動を下支えする取組みの展開

Ⅲ．「利用者」との環［寄り添う］

○ろうきんらしい商品・サービスの
提供と利用者接点の整備・活用
○人生100年時代に対応した生涯
取引の推進

Ⅱ．「地域」との環［広げる］

○非営利・協同セクター・地域の団
体等との協働の強化
○SDGsの達成への貢献と地域共生
の促進

しあわせの循環

つなぐプロジェクト

Ⅳ．「ろうきん内」の環［人と組織が共に成長する］

○経営管理態勢の強化　　○持続可能な財務基盤の確立　　○共創できる人材と組織づくり

中期経営計画（2022〜2024 年度）
〈コアバリュー（＝核とする価値観）〉

〜 共生社会の実現 と 健全経営の維持 〜

つなぐプロジェクトを軸とした 共生社会の実現 に向けた取組み

　北海道ろうきんでは、「つなぐプロジェクト」

を軸として、会員・推進機構や、同じ志をもっ

て各地域で活動する非営利団体と手を携え、金

融面での「ハブ機能」を発揮することで、持続

可能な共生社会の実現に寄与し、SDGs の達成

に貢献していきます。

　※ �2022 年度取組み分に係る寄付額は、36 団体に
対し、総額 9,471,000 円になりました。

Ⅰ．「会員」との環［深める］ Ⅱ．「地域」との環［広げる］ Ⅲ．「利用者」との環［寄り添う］

　＜ろうきん＞は、はたらく人のための金融機関です。
　みなさんの暮らしを支えるため、「生活設計」「生活改善」「生活防
衛」を 3つの柱とし、お金にまつわる困りごとやご相談に対し、一
人ひとりに合ったご提案・アドバイスを行う運動を行っております。
　はたらく人の生涯にわたる豊かな生活の実現のために、生活応
援運動の継続・発展に取組むとともに、各種セミナー・相談会の
取組みを展開しています。

　「協同組合ネット北海道」への参画を通して、JAグループ・北
海道生協連・コープさっぽろ・ワーカーズコープ等との連携を深
めています。
　また、7月からは、大学生を対象とした「口座開設キャンぺー
ン」や、生協組合員を対象とした「コープ×北海道ろうきんキャ
ンペーン」の実施により、可処分所得向上に取組んでいます。

　全道の教育機関（小・中・高・大学）やNPO・こども食堂等
と連携し、小学生向けのお金に関する基本的なお話から、大学生
へ向けた成年年齢引き下げ・マネートラブル防止まで、各年代に
合わせた金融教育を実施しています。
　＜ろうきん＞は、これからも、消費者教育や多重債務防止に関
する啓発活動を展開していきます。

 生活応援運動の展開  協同組合間連携

 金融リテラシーの醸成 NPOとの連携

　つなぐプロジェクト寄付団体を中心に、全営業店にて 179 の
NPO訪問等による「お互いを知る活動」を通じて、金融面での
ハブ機能発揮に取組んでいます。
　また、北海道NPOサポートセンターと「相互連携協力の推進
に関する協定書」を締結し、NPO団体と従業員をサポートする
取組みを展開しています。
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　本誌に記載した数値は原則として表示単位未満の端数を切り捨てています。また、比率等は原則として小数点第 3位を切り捨てて、
第 2位までを表示しています。詳しい内容については、当金庫ホームページ掲載のディスクロージャー誌をご覧ください。

8.55％ 0.57％

100.0％
2022年度

育児休業を取得した
女性職員の割合

育児休業および育児
目的休暇を取得した
男性職員の割合

100.0％
2022年度
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